
記入者名
記入年月日
学部・研究科名
学科・専攻等名
コース等名

授業科目名 授業科目の主題（箇条書）
（この授業科目における中心となる題目・問題・
テーマ等を箇条書に記入する。）

授業科目の到達目標（箇条書）
（この授業科目の学習後に到達すべき最低限
の（行動）目標を学生が主語で行為動詞を使用
して箇条書に記入する。）

Ａ．資本主義経済の基
本的仕組みを明らかに
した経済理論につい
て、ミクロ経済学、マク
ロ経済学、マルクス経
済学の理論を中心に、
基礎から高度な応用ま
でも含めて習得し、
様々な経済事象のメカ
ニズムを認識できる能
力を身につける。

Ｂ．社会科学の学問を
学んだ者としてのセン
スを身につける。

Ｃ．激動する世界情
勢に関して的確な判
断が要求される現
代社会において、経
済学の基礎理論か
ら各種応用理論を
習得したオピニオ
ン・リーダーとしての
役割を担うことがで
きる。

Ｄ．＜経済理論＞経
済理論を応用し、
様々な経済事象を
計量的に分析する
能力を身につける。

Ｅ．＜経済理論＞現
実のデータを収集し
解析するために必
要な、コンピュータ、
統計学、数学などの
分析用具もあわせ
て身につける。

F．＜政府と政策＞
「混合経済」と呼ばれ
る現代経済を理解す
るため、公共部門の
経済学を習得し、政
府の経済政策の原
理を理解できる能力
を身につける。

G．＜政府と政策＞
ミクロ・国民経済・国
際経済にまで及ぶ
経済政策の効果を
実証的に分析できる
能力を身につける。

H．＜政府と政策＞
政府の財政活動や
公共部門を形成する
広範な法制度・規範
についての知識や、
都市・地域経済問題
や地方分権に関す
る分析方法を修得す
る。

I．＜金融経済＞身
近にある「貨幣（お
金）」を理論的に捉
え、金融経済の実
態を解明・分析でき
る能力を身につけ
る。

J．＜金融経済＞経
済社会において金
融機関の果たす役
割を理解し、中央銀
行の政策意図や金
融市場の変化をいち
早く察知しながら、今
後の経済動向につ
いて深く洞察できる
能力を身につける。

K．＜経済史＞日本
及び世界の諸地域
において、経済社
会の構造や制度の
歴史的変遷につい
て、各地域・時代ご
との特色を踏まえな
がら、経済社会の
形成・変容および発
展の過程を明らか
にし、その変遷の要
因を分析できる能
力を身につける。

L．＜経済史＞経済
史の理論の習得と
共に、史資料を解
読・分析し、具体的
かつ正確に史実を
復元し分析できる能
力を身につける。

M．＜経済社会＞
社会構造と国家な
どを視野に入れ、経
済社会を総体的に
認識することができ
る。

N．＜経済社会＞社
会思想史的な広がり
の中で経済理論の
内容と発展を理解
し、経済社会の仕組
みを解明しようとする
営みの中で生まれて
きた様々な学派を通
じて、経済社会の認
識の枠組みを理解
できる能力を身につ
ける。

O．＜経済社会＞日
本的雇用慣行や
キャリア形成などの
労働経済に関する
特徴を理解し、分析
できる能力を身につ
ける。

P．＜経済社会＞市
場・国家・社会を
キーワードとして、経
済社会を学際的に
分析できる。

Q．＜経済社会＞介
護・年金・福祉等の
社会保障や男女共
同参画・労使関係
等の労働政策につ
いて、地域・社会に
根ざした分析と提案
ができる。

ミクロ経済学I 1. 経済学の用語の意味を理解する。
2. 経済学的思考ができるようになる。

1. 経済学の用語の意味を理解する。
2. 経済学の用語を用いて、経済の仕組みを考
える。
3. 経済問題に関心をもつようになる。

◎ ◎ ◎

ミクロ経済学II 1. 経済学の用語の意味を理解する。
2. 経済学的思考ができるようになる。

1. 経済学の用語の意味を理解する。
2. 経済学の用語を用いて、経済の仕組みを考
える。
3. 経済問題に関心をもつようになる。

◎ ◎ ◎

マクロ経済学I １．経済がどのように計測されているのかを理解
する。
２．マクロ経済のメカニズムを理解する。

１．マクロ経済に関する統計データを正しく把握
する力を身につける。
２．短期的な経済変動のメカニズムを理解する。
３．経済政策の効果を理解する。

◎

マクロ経済学II マクロ経済学の分析ツールを使って、経済現象
を理論的に分析する。

マクロ経済学の分析ツールを使って、経済現象
を理論的に分析することができる。

△

政治経済学I 1.政治経済学(マルクス経済学)の原理の骨格
2.経済体制としての資本主義の歴史的変遷
3.現代経済の主要な問題の基礎

1.政治経済学の基本的な用語を理解し、適切に
使用できる。
2.経済的諸現象について、経済学的思考法を
用いてに把握できる。
3.様々な経済現象を興味をもって継続的に観察
できる。
4.経済学的な用語を含む文献を自力である程
度読むことができる。

◎ ○ ○ ○ ○ ○

政治経済学II 1.「政治経済学I」の内容を基礎にして、市場経済
というシステムがどのような性格を持ち、どのよ
うな働きを持っているのかを理解すること

1.資本主義のシステムの挙動が概略説明でき
る。
2.基本的なタームについて説明できる。
3.資本主義の動作原理を念頭において、現実
の経済現象をある程度推論できる。
4.経済現象を経済理論を用いて説明してみよう
とうする意欲がある。
5.通常の経済理論の説明に対し、いつでも違っ
た説明がありうるとする批判的な立場を了解で
きる。

◎ ○ ○ ○

経済理論史

経済統計学 1. 統計学の基礎理論を復習する
2. 統計的推測の考え方を理解し、現実的な応用
問題を考察する
3. 単回帰分析 の基礎理論を学ぶ

1. 統計学の基礎的な理論を修得し、統計学の
見方・考え方を理解する。
2. 統計学的手法を現実の経済データに応用し、
得られた結果を正しく解釈・考察できるようにす
る。
3. ２変量の関係を扱うための理論を習得し、実
際に応用された結果を正しく解釈・考察できるよ
うにする。

△ ◎ ◎ ◎ △

計量経済学 1. 統計学を復習する
2. 重回帰分析の考え方を理解し、現実的な応用
について学ぶ
3. 同時方程式モデルの考え方を理解する

1. 多変量の関係を扱うための計量経済学の理
論を習得し、実際に応用された結果を正しく解
釈・考察できるようにする。
2. 経済理論を統計学的手法で検証する方法を
習得する。
3. 様々な要因で決定される複数の変数間の相
互依存関係を分析する方法を習得し、実際に応
用された結果を正しく解釈・考察できるようにす
る。

○ ◎ ◎ ◎ ○

経済情報処理概論 情報処理の基礎的な概念を理解し，コンピュー
タを情報処理の道具として活用できること。

１．表計算の関数を説明できる。
２．与えられた問題に対して問題解決を行うた
めの手法が説明できる。
３．問題に対して適切な表を作成することができ
る。

○ ◎ ◎

経済数学I ミクロ経済学の基礎である効用最大化問題・支
出最小化問題を数学的に理解する。

1．具体的な関数の偏導関数が計算できる。
2．効用最大化問題・支出最小化問題を解くこと
ができる。
3. マーシャル流需要，ヒックス流需要，間接効
用関数，支出効用関数の意味を理解できる。

◎ ◎ ◎

経済数学II 経済学の理解に必要な程度の線型代数の基礎
知識を身につけること。

1．連立1次方程式を掃き出し法で解くことができ
る。
2．行列の基本的な演算ができる。
3．行列式の基本的な性質を理解し計算ができ
る。
4．固有値，固有ベクトルを求めることができる。

◎ ◎

数理経済学 経済現象を数理的に捉える。 取り上げる話題により異なるが，ブラック・ショー
ルズモデルの場合には以下のようになる。
1. オプションの意味を理解する。
2.標準正規分布の意味を理解し，数表を扱え
る。
3.伊藤のレンマを適用できる。
4.ブラック・ショールズ微分方程式の解を用い
て，具体的なオプションの理論価格の計算がで
きる。
5.解の数学的な意味を理解できる。

○ ◎ ◎ ○ ○

産業連関論

景気循環論 １．景気循環論の型について説明する。
２．45度線分析、ＩＳ－ＬＭ分析を動学化した景
気循環モデルについて説明する。
３．最近の日本経済の状況をそれらのモデルで
説明できるか検討する。

１．マクロ経済学のモデル分析について理解す
る。
２．エクセルを用いた分析のやり方について理
解する。
３．差分方程式を用いた分析のやり方について
理解する。

◎ ◎ ◎

経済成長論

経済学科

学部・研究科の教育目的（具体的に記述・箇条書き） 学科・専攻科等の教育目的（具体的に記述・箇条書き）
１．「発見し、はぐくみ、かたちにする」を体現する人材を育成する。
２．自ら問いを見いだし、見出した問いを自らの中にはぐくんで解決の方策を探求したり、あるいは自ら進むべき道を模索し
たりすることのできる人材を育成する。
３．探求や模索の結果得られた知見や考えを生かす能力を養い、世界や社会に貢献し得る実践的経済人を育成する。

１． 現実の経済社会現象は複雑であり、それが抱える様々な問題は多面的な因果関係をもっている。経済学の理論・政策・歴史・思想を体系的に学ぶことで、こうした経済現象を解明し、法則性を見出すことのできる人材を育成する。

学科・研究科等のカリキュラム 学科・研究科等のGraduation Policy(GP)　（◎＝ＧＰ達成のために、特に重要な事項、○＝ＧＰ達成のために、重要な事項、△＝ＧＰ達成のために、望ましい事項）

カリキュラムとGraduation Policy(GP)との相互依存関係一覧表

2009/3/27　　　　　　　　　　　　　　（　　　版）
山口大学　経済学部



経済政策総論 １　市場経済機構を含む社会の特徴(現状、問
題点、改善の方向)を考える。
２　とくに経済政策の基本的問題である分配
ルールのあり方について詳しく考える。
３　とくに効率性、公正性、慈恵性の視点から現
状を詳しく考える。

１　経済政策の基本的問題である分配ルール
のあり方を十分理解している。
２　とくに効率性、公正性、慈恵性の視点を十分
理解している。

○ ◎ ◎ △ △ ◎ △ ○ △ △ △ ◎ △ ○ ◎ △

厚生経済学

金融経済論 この講義では、初めて金融論を学ぶ学生を対象
とする。
現実の金融現象を理解するために必要な基礎
的な学力を育成する
「なぜこの理論を学ばなければならないのか」、
あるいは、「理論がどのように現実を説明しうる
のか」がよくわかるような解説を心がけたい。

金融論の基礎的知識の習得
国民経済というマクロ的視点を身につける
金融経済に関する統計データを正しく把握する
力を身につける
貨幣の役割、利子率とはなにかなど、貨幣理論
の基礎を理解する
我が国の金融市場や金融システムの概略を理
解する。

◎ ◎ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ◎ ○ ○ △ △ △

金融システム論

財政学 1.財政とその機能である資源配分機能・所得分
配機能・経済安定化機能について
２．公共財の特質とその配分決定について
３．租税の本質、とその諸原則、課税の公平性と
効率性について
４．公債と財政赤字、異時的資源配分、世代間
公平に関して

財政とは何かを知ること
政府が財政手段を用いて如何なる政策目的を
果たすべきかを理解すること
公共財の本質とその最適水準決定における困
難性について理解すること
租税手段が分配と配分にどのように影響し、政
策上どのように利用すべきかを理解すること
公債手段と租税手段との関係、異時的配分・分
配における効果を理解すること

◎ △ ○ ◎ ○ ○

公共政策論 財政政策と金融政策の関連を把握する。政府の
様々な政策の目的、影響、評価についての理解
を深める。

公債発行と金融政策の関連を理解すること。財
政政策（例：減税・公共投資など）の経済効果を
理解すること。政府の政策形成、政策評価方法
を把握すること。

○

日本財政論 一般会計、特別会計、財政投融資の制度を理
解する。公債発行について理解する。財政赤字
の影響を理解する。

中央政府の歳出入の仕組み、課題を理解する
こと。財政投融資制度、今後の改革について理
解すること。公債の種類、公債発行と財政赤字
との関連を理解すること。

○

地域経済論 ・地域における経済現象とその主要な理論・モ
デルについて学ぶ。経済学を基礎とし、空間とい
う要素を取り入れてヒト、モノ、カネ、情報の動き
を見ていく。
・経済のグローバル化とともに、地方分権が叫
ばれるなかで、平成の大合併などにより地域の
役割はますます重要な局面を迎えている。地域
内、地域間での財・サービスやヒトの往来、さら
には大都市がある一方で農村もあり、単に地域
といってもさまざまな形態がみられ、地理的特性
や人口構成、産業構造などによっても異なる。こ
れら地域経済に関わる諸活動や地域の構造を
理論的な観点から学んでいくとともに、地域に関
連するデータを用いてグラフの見方やその背景
を検討しながら地域間の比較や分析を行う。

・地域の諸問題に関する理論・背景を理解する
とともに、地域データに基づいて地域を分析し、
地域の課題に対する考え方を修得する。
また、関心の深い地域・テーマを自ら設定し、レ
ポートの作成を通じて、問題の所在と解決へ向
けた多面的なものの見方ができるようになる。
・経済学の基礎理論・モデルに基づいた現実の
地域経済の理解、応用力を身につける。
・問題に対する多面的な見方を培い、それに対
処するための道筋をつけることができる。
・日ごろから抱いている地域経済に関する疑問
を学問的観点から捉える。
・疑問に思ったことは自ら積極的に調べる。
・理論・モデルの基礎に基づいてデータを正しく
処理・分析し、レポートが作成できる。
・パソコン・ソフト（ワード、エクセル）を利用して
地域データを加工・分析し、レポートを作成する
ことが可能となる。

○ ○ △ ◎ △ ◎ ○ △

地方財政論 １．国と地方の財政関係について
２．地方分権改革の状況について
３．地方公共団体の制度について
４．地方の財政収入と財政支出について
５．地方税、地方交付税、国庫支出金、地方債
について

わが国の地方財政について、その仕組みや国
の財政との関係を学ぶこと
地方分権改革の歴史と現状の課題を学ぶこと
地方の財政収入と財政支出の全体構造につい
て知ること
個々の収入制度と支出制度の仕組みを学び課
題について考察すること

○ ○ ◎ △

地域福祉社会学 1.地域社会と福祉の関わりについて、高齢者福
祉をテーマに考える
2.高齢者のおかれている現状とこれまでの日本
の高齢者福祉政策の変遷とを明らかにする
3.今後「いかなる超高齢社会が目指されている
のか」について考察を進める
4.その際、地域社会の役割変化に着目し、新た
なコミュニティのあり方を考える
5.ジェンダー視点を有効な分析手段として使用
するため、ジェンダー概念についても詳しく講義
する

１．日本の高齢化状況と高齢者の生活を知る
２．社会政策としての高齢者福祉の成立を理解
する
３．国家・市場・家族・地域と高齢者介護との関
連について理解を深める
４．現行の高齢者福祉政策に関する知識を得る
５．自分の生きていく社会状況として高齢化を理
解する ○ ○ ○ ◎ ◎

社会政策論 １，社会政策論の理論、歴史、現状に関して概
説する。
２，社会政策論の二本柱、労働政策と社会保障
に関して、雇用･失業政策、労働基準政策、労使
関係政策、社会保険(年金、医療保険、介護保
険等)、公的扶助(生活保護)、社会福祉(母子福
祉、児童手当、高齢者、身障者など)、公衆衛生
などに関して、基本事項を概説する。
３，特に失業対策、女性労働政策、年金や介護
問題など時事問題として社会的注目を集めてい
るテーマをピックアップする。

１．社会政策論の基本的事項に関して知識を習
得して、述べられるようにする。
２．１と関連するが、左記のような社会政策論の
様々な項目に関して、浅く広く概観を得ることを
目標とする。
３．特に左記のような時事問題として社会的注
目を集めているテーマに関してできるだけ精通
させ、社会に出てから有益なように、基礎的な
知識と理解を養う。

○ △ ○ ◎

労働経済論 １，労働経済論の理論、歴史、現状に関して概
説する。
２，日本的雇用慣行、即ち終身雇用制、年功序
列型賃金体系、企業別労働組合などに関して、
通説とそれを批判的に検証する学説を概説す
る。
３，特にキャリア形成論を主軸として解説する。

１．労働経済論の基本的概念を理解して述べら
れるようにする。
２．日本的雇用慣行の通説を批判的に捉える学
説について、その考え方を理解する。
３．日本的雇用慣行には、長期に渡って仕事能
力を向上させるというキャリア形成の面もあるこ
とを理解させ、社会に出てから有益なように、将
来ビジョンを描けるようにする。

○ ○ ○ ○ ◎

ジェンダー論 1.生活の様々な場面に織り込まれているジェン
ダー構造を可視的にすることを試み、ジェンダー
が私たちの生活や選択に与える影響とその帰
結を考察する。

1.ジェンダー構造とは何か？を知る
2.自分のなかにあるジェンダー構造を意識化す
る。
3.日常生活（社会）に潜むジェンダー構造を意識
化する。
4.ジェンダー構造が引き起こす社会問題につい
て理解を深める。
5.（応用として）「当たり前（本質的なもの）」とさ
れている様々なものが、実は社会的に作られた
物（社会制度）である、ということを理解する。

◎ ◎ ◎ ○ ◎

日本経済史総論 １，明治維新以降の近代日本経済史を取り扱
う。
２，幕末の開国により世界資本主義体制の下に
強制的に編入され、「後進資本主義国」として出
発することになった日本が、産業革命を成功さ
せ、経済的発展を成し遂げた過程を明らかにす
る。
３，日本における資本主義社会の形成過程や特
質、その将来像について検討する。

１．現在我々が生きる資本主義社会の歴史的
特徴を把握する。
２．日本経済史に関する様々な視点・学説につ
いて理解する。
３．日本の経済発展のプロセスや要因を具体的
に把握する。
４．日本経済の歴史を学ぶことを通じて、現代の
経済社会を分析するのに必要な幅広い視野を
養う。

○
◎ △

◎ ◎



西洋経済史総論 １．欧米を中心にグローバルに発展してきた資
本主義の歴史を概説する。
２．現在社会の特質を、社会経済史的視点から
解説する。

１．資本主義発展の歴史をグローバルな視点か
ら把握する。
２．現代社会を、社会経済史的視点から相対化
する目を養う。

◎

日本経済史各論 １，第一次大戦とそれに続く恐慌の時代の日本
経済の歴史について取り扱う。
２，第一次世界大戦により急成長を遂げた日本
経済の変貌を取り扱う。
３，その後の戦後反動恐慌を契機として、10年
間の長期不況に陥った1920年代について取り
上げ、日本経済にとって大きな転機となった
様々な事象を分析する。
４，この時代を象徴する企業家や政治家、ある
いは当時の山口県の経済状況など、多面的に
取り上げる。
５，1920年代の恐慌の時代は、現代のバブル崩
壊とそれに続く平成不況に酷似した局面が多く、
両者の比較も行う。

１．第一次世界大戦から、戦後恐慌、1920年代
の相次ぐ恐慌の時代、高橋財政による昭和恐
慌脱出までの歴史の流れを理解する。
２．この時代に形成された、現代の日本経済の
源流となる要素は何であったかを把握する。
３．経済の歴史の中で、企業家や財政担当者な
どの「人」の果たした役割について考える。
４．日本経済の歴史を学ぶことを通じて、現代の
経済社会を分析するのに必要な幅広い視野を
養う。

◎ ◎ ◎
◎ ◎

西洋経済史各論
演習I 社会問題に関心を持つ。

プレゼンテーション能力を高める。
１.社会経済問題に関心をもつ。（社会科学的思
考の習得）
２.レジュメ作成・文献資料検索・レポート作成・
口頭発表・他人のプレゼンテーションの評価・発
議論の方法を習得すること。（学習技術の習得）
３.自ら課題を設定し、それを継続的に追及でき
るようになること。（研究テーマの探求）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

演習II  社会問題への関心を深める。
次年度の卒業論文作成に向けて、自分なりの
課題を見出していく。

1.　幅広い教養を身に付けること。
2.　課題設定能力、情報収集能力、分析能力、
問題解決能力、企画力・創造力を高めること。
3．プレゼンテーション能力、コミュニケーション
能力を高めること、自分の言葉で説明できるこ
と。
4.卒業論文に向けた自分なりの課題を見出す。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

卒業論文演習 演習I，演習IIで行ってきた基本として、各自の
テーマに沿って、卒業論文としてまとめる。

卒業論文を完成させる。(テーマに沿って情報収
集を行ない、論文では課題設定、現状分析、情
報収集、原因分析、何が見出されたのか、(オリ
ジナリティは何か)、残された課題は何なのか、
などを論理的に展開し、参考文献一覧を付ける
こと。)

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

    

    

発表技法に関する到達度判定
判　定　す　る　項　目 判　 定

ＧＰ項目別到達度判定方法（具体的に記述・箇条書き）

総合的ＧＰ到達度判定方法（具体的に記述・箇条書き）

例　卒業研究の達成度判定基準

発表内容に関する到達度判定
判　定　す　る　項　目 判　 定


